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策9回世界石油会議ハイライト

会議の

特別記念切手

第9回世界石油会議

とにかく大きい.5月11目から16目に東京で開かれ

たこの学会はあらゆる点で我々の経験した最大の学会

である.

まず参加人員.75ヵ国から6,150人か登録をしたと

いう.最大のグルｰプアメリカからは約1,200人が

来集した.地元日本の登録者は約2,000人.

前回の第8回会議カミモスクワで開催されたのが1971年

次回が東京で開催されることに決定されるや翌年目本

で早速準備委員会がつくられたのである.石油会議

Wor1dPetro1eumCongress(WPC)は4年ごとに開

催される石油に関する国際会議である.地質技術者の

探鉱活動によって発見され採取されて目の目をみた原

油は製油所まで輸送され精製されて各種の石油製品とし

て利用される｡後半の輸入･精製･流通段階の部門を

下流部門(dOW阯Stream)といい探鉱から生産までが上

流部門(up･stream)と言われる.我国では上流部門と

下流部門の企業が別になっているのが特色であり経済

第1図大会場帝国ホテル

星野一男･嶋崎吉彦･佐藤良昭･本座栄一

的実力はほとんど下流部門の企業体に握られている.

老大な準備を必要とする世界石油会議の準備はこのよ

うな理由から自然と下流石油会社の力を実行体として

始められたのである.総経費は明らかにされていたい

が10存意円を超えると言われる.

会場は帝国ホテノレを実質的に借り切ったような形で行

われた.1昨年の世界を揺がした石油危機のために

今回の会議に寄せられた一般の関心は予想を超えて高か

った.一般紙は初目に社説を掲げて世界石油会議に

対する大きな期待と関心を表明したのである.会期中

もほとんど毎日のように会議の様子が報道された.

このように社会の耳目を集めた学会はいまだ曾って柱か

ったのではないだろうか.今目石油問題がただ単に

技術･経済の対象として止まることは許されず今世紀

最後の25年の世界を左右する最重要事の1つであること

を今回の国際学会は明らかにしたのである.とりわ

け自ら石油資源を持たざるに世界年間消費量の10劣

近くを消費する我国にとって石油エネノレギｰは死活問

題である.この空気を反映して従来のように石油と

その関連産業に関する科学･技術問題の討論に加えて

政治･経済に関する問題も取り上げたらという意見が非

常に強かったと言われている.こ?意見は会議事務局

の容れる所とはならなかったが舞台裏での交流の機会

として大いに利用されたのではたいだろうか.

灘灘･

第2図普門館で行われた開会式�
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このような背景から第9回世界石油会議の雰囲気は

単たる学会というだけに止まらず多様であった.し

かしにもかかわらず3会場に分けられて行われた論

文発表討論は意外な程落着いた空気の中でどの学

会にも負け狂い真剣さで行われたのである.第1表は

過去8回の参加人員数であるカミ今回の参加人員数は過

去最大であった1963年の第6回に次いでいる.

日程とプログラム

5月11目午後開会式於普門館

ll;/1術1議鮎…1場(帝国榊)

13目午後閉会式於帝国ホテル

会期中this1and(この大地)石油と人々という

ような上映時間20から40分の短篇技術映画14篇が上映さ

れた･いずれも厳選された映画で評判も良かった.

会期後5月18目から3ないし10目の日程で日本各地

に18コｰスの見学旅行カミあった.地質関係としては

新潟の阿賀沖油田東新潟ガス田を巡る3目コｰス関

西から北陸･新潟を廻って頸城ガス田を巡る5目コｰス

仙台から十和田･秋田を廻り中川油田男鹿地質巡検

を含む6目コｰスなどがあった.

第1表過去の世界石油会議

開会式の前日会議に関係した石油学会石油技術協

会化学工学協会燃料協会の4学会が主催して石油

に関する総合講演会が経団連会館ホｰノレで開かれた.

石油技術協会では英国ブリストノレ大学教授EGLINT0N博

士を招へいし石油の起源に関する講演を依頼した.

他3学会より合成燃料石油蛋白に関する講演が行わ

れた.

�開催牛�場所�参加人数

第1回�1933年�ロンドン�ユ,250人

第2回�ユ937年�バリ�1,630人

第3回�1951年�ハｰグ�2,753人

第4回�1955年�ロｰマ�4,684人

第5回�1959年�ニュｰヨｰク�5,329人

第6回�1963年�フランクフルト�7,542人

第7回�1967年�メキシコシティ�4,844人

第8回�1971年�モスクワ�5,069人

技術会議に提出された技術論文は約150.これらは

次のようなパネルディスカッションスペシャル･ぺ一

パｰおよびレビュｰ･ぺ一パｰに編成された.

パネル.ディスカッション

PD1汎世界構造と石油賦存(G1oba1Tectonicsand

健�漱敵������

PD2大堆積盆地の解析(Critica1Ana1ysisofLarge

SedinユentaI･yBasin)

PD3石油･ガスの成因駆動野積を左右する時間と温度

の関係(TimeandTemperatureRe1ationAffecting

theOrigin,Exp1usion,andPreservationof〇五1

慮�慳�

�

�

�

�

�

�

�

三角洲堆積物および石油(De1taicDepositsana

健�漱敵��

深海地域の石油資源(Petro1eumPrdspectsinthe

�数��測�����潮瑩������

世界の石油･ガスの埋蔵量と潜在資源量(Wor1dRe-

���慮�潴�瑩�剥��捥�晏�慮�慳�

日本を除く極東における石油探査(Exp1orationin

������瑳��慰慮�

極東を除く石油･ガろの新埋蔵地帯(NewOiland

���物湧���畴��������

第3図開会式に奏せられた琴

第4図登録受付け

に勢揃した女性達�
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地震デｰタ処理･解析の進歩(Deve1opmentsinSei-

�楣�����湧慮��敲�整慴楯温

深海掘削の諸問題(Prob1emsofDri11inginDeeP

坡��

深海における生産の諸問題(Prob1emsofProduction

楮�数坡��

超深部坑井の掘削について(TheDri11ingofU1tra

��坥��

数学的手段による含油層シュミレｰションの進歩

(AdvancesinSimu1ationofPetro1eumRese岬｡ir

��慴��瑩��整���

原油の回収強化に関する最近の進歩(RecentDeve-

���瑳楮�故�慮捥�散�敲�晃��

佩�

油田･ガス田の自動制御(AutomatedOperationand

����晏�慮慇慳���

高圧ガスおよびコンデンセｰトの生産問題(Prob1ems

楮����捴楯湯��桐���敇慳慮�

���������

クリｰンエネルギｰとしてのガス(GasesforC1ean

�敲��

石油およびガス(天然ガスを含む)の脱硫(Remo∀a1

潦卵�桵���整��畭佩�慮�慳��

楮�畤楮李慴���猩

エチレンおよび高級オレフィンの製造(Manufacture

ofEthyIeneandHigherO1e丘nes)

コンバｰジョンおよび改質プロセスの最近の進歩

(RecentAdvancesinCon∀ersionandUpgrading

偲���猩

原油･石油製品およびガスの地下貯蔵(Underg･omd

却�慧�晃��佩�偲��瑳慮�慳��

合成液体燃料(SyntheticLiquidFue1s)

大気保全と自動車交通(AirConservationand

�瑯浯瑩癥�慮獰�琩

石油産業と環境保護(Environmenta1PrOtectiOnin

��整��畭健���浩���畳��

陸海における流出油(Oi1Spi11sonLandandWater)

スヘシャルｰぺ一パｰ

SP1石油の起源(TheOriginofPetro1eum)

SP2高緯度地域石油探査の新技術(Im0YationsinPetr0-

�畉���牡瑩潮楮�效�桁�瑩�

SP3ダイナミ.ツクポジションニング用に設計された最初の

半潜水プラットホｰム(TheFirstSemisubInersib-

e1P1atformSpecianyDesigned壬｡rDynamicPosit

��湧�

SP4石油油槽の水攻法の理論と実際における新展望(New

��捴������偲慣瑩捥潦坡�牆�潤�

楮条�灰��楮�敏���猩

SP5海域油田探査におけるアｰディキュレィテッドコラム

の利用(UseofArticulatedCo1umnsintheEx-

��慴楯湯��楮敏�����

SP6タンク注油中の静電気の発生について(Estimtionof

印慣��牧����������慮歳

�物湧����湧���散���瑩����牧�

慢���猩

SP7石油容積の減少に対する物理的性質(Petro1eum

Physica1PropertyData壬｡rVo1umeReductionof

佩���楴�猩

SP8高熱蒸気による残留油の熱分解と生産への応用(The-

rma1Crac蛤ngofResidua1Oi1susingSuperbeated

却�����楣慴楯湯晴�偲潤�瑳�

SP9潤滑油脱ろうの新しい2方法の商業化の成功(Suc-

cess壬u1Commercia1izationoftwoNewLubricat.

楮杏��睡�湧偲��猩

SP10精製への遷移金属錯化合物の利用(NewMethodsof

Re丘ningandStabi1izationofOi1andOi1Re丘nery

偲潤�瑳批浥慮�晃潭�數�����昀

�慮�瑩潮���楮����潦�睥牖��捥�

SP11世界石油エネノレギｰモデル(Wor1dPetroleuエnEne-

牧�潤��

レ

�

�

ビュｰぺ一パｰ

1日本の石油産業(ThePetro1eumIndustryinJ割pan)

2石油･ガス槽探査の地球物理的および地球化学的調査

法(GeophysicalandGeochemicalSurfaceSurveys

第5図受付風景

第6図

会場風景(PD1)�
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第7図世界における巨大曲･ガス回分布HALB0UTYほか1970原図黒丸か巨大油･ガス閏を多く含む堆積盆地を示す.

景�整散瑩潮潦佩����潯��

RP3油井検層法の進歩(AdvancesinWe11L0991ngMe-

�潤猩

RP4油田作業の急速在増大に対する探鉱試錐生産輸

送の総合計画(IntegrateaPIanningf0･ExPIOratiOn,

�癥���琬偲潤�瑩潮慮摔牡�灯牴慴楯��

剡���慮�潮潦佩���佰敲慴楯温

RP5炭化水素の分離(HyarocarbonSeparation)

RP6不均一系炭化水素の触媒反応に関する科学的知識の進

歩(AdvancesinScienti丘｡Know1edgeconceming

��慴��楣�瑩癡瑩潮潦������楮

���来�������

RP･7プロセスの研究と管理に対する分析法技術および器

具(Ana1ytica1Methoas,TechniquesandInstru-

浥�慴楯��偲����摩�慮�潮�漱�

RP870年代の製油所の設計と運転㌧Re丘neryDesignand

佐敲瑩潮楮����瑩��

RP9パイプラインの設計建設および運転における新しい

進歩(NewDeve1opmentsinpipe1ineDesign,

����瑩潮慮�健牡瑩潮�

RP10原油および製品の海上輸送(MarineTransportation

潦�畤敏�慮���捴猩

RP11液化天然ガス(Lique丘edNatura1Gas)

RP12新しい残油の開発と用途(Deve1opmentandApp-

1icationofNewanaModi丘edPetroleumResi-

���

RP13エンジン油利用の理論と実際の進歩(Advancesin

周�特慮�牡捴楣��瑩��瑩潮潦���

��楣慮瑳�

RP14原油の微生物処理プロセスの進歩(AdvancesinMic一

��漱�楣�偲���湧潦健�漱敵洩

Ra15製油所運転の安全(SafetyinPetroleumRe丘nery

佐敲慴楯��

RP16精製貯蔵配送におけるスケｰルメリット(EconOmy

ofScaleinRe丘ning,StorageandDistribution)

RP17代替エネルギｰ源発展の石油産業に与える影響(The

ImpactonthePetro1eumIndustryofDeマe1oping

����卯�捥���牧�

これを分類すると上流部門は

探鉱(地化学物探を含む)関係はPD1234

56789SPlRP2の9バネノレと2ぺ一バｰ.

生産(掘削検層を含む)関係はPD10111213

141516SP2345RP134の7パネル

と7ぺ一パｰより成り下流部門は残りの9パネノレと19

ぺ一バｰより構成される.1パネノレは4～5のぺ一パ

ｰより成る.

前回1971年のモスクワ大会はPDが25SPカミ16

RPが11であったからこれと比較すると今回はほぼ前

年並みということになる.ただし提出論文の数は前回

は約170であって約12%の減少である.

テｰマは上流から下流の広い専門分野を洩れなく含み

多彩であるが今大会の特長として公害･安全関係のテ

ｰマが加えられている事が注目される.�
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第8図地中海における鮮新一更新統の等層厚線図(A)と最新の探鉱成果(B)

(BYRA皿JEEら原図)

会議の運営一技術秘書

東京大会の特長は技術秘書(Scienti丘｡Secretary)の活

躍ではないだろうか.技術会議はABCの3会場

に分かれて運営された.それぞれ数百人は収容できる

大会場である.出席する人々は探鉱など上流部門から

精製運送など下流部門の広範な専門分野の専門家と報

道関係一般企業家などきわめてバラエティに富んで

いる.会議場の発言はすべて英仏目の3ヵ国語

の同時通訳があるが実質的にパネルの議事進行の打合

わせはほとんど英語で行われる.会議が包含する所

は石油関係者の国際会議であり多方面にわたる問題討

議と交渉であるが実質的に会議日程の90%を占める技

術会議の内容は普通の学術会議と全く変らない.会議

事務局および東京大会目本準備委員会の構成メンバｰは

下流部門カミ中心であるが技術会議プログラムの半数以

上は上流部門である.以上の会議運営に潜在する矛盾

を防ぎ有効な運営のために考えだされたのが技術秘書

というものであったのであろう.東京大会に関する限

りこのアイデアは成功したといえるであろう.

各々のPDSP.RPには議長副議長にこの技術秘

書が配され実際の個々の会議議事の運行を受持った.

PDは先に述べたように4～5の論文より構成されるが

論文の著者には米･英などの英語国から仏語圏の人々

ソ連および東欧の人々南アメリカアジア中近東の

人々など多方面に亘っている.論文原稿とスライドな

どは会議前に事務局に提出されているが直前のミｰテ

ィング朗読原稿の同時通訳者への技術的解説スライ

ドの確認など一応の手配の準備はすでに事務局の手に

よって行われているにしても準備進行を更に確認し

不備なところを穴埋し議長と著者間の橋渡しをして

議事がうまく進行する様にお膳立てするのがその役目で

ある.議長が非英語国の人であると実質的に議長と同�
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し役割りを果たさなくてはならなくなる.いよいよ各

議場で会議の幕が切って落されると議長の隣に座って

日本の議場係りと議長との連絡発言者との連絡に責任

を持つのである.

また会議か無事に終了した陰に最も大き校称讃と感

謝を送られるべきは3年間ただこの1週間のために黙

々と地味な準備を進めた日本準備委員会の方々であろう.

とくに表面にでる事のない裏方(behindthe･u･tain)の

御苦労はこの様たマンモス国際会議にあってはとりわ

け大きかったに違いないのである.

技術会議で行われた討論は以上のように非常に多方面

に亘るのだかこのうちから特に地質探鉱関係に的をし

ぼって簡単な紹介をしよう.

世界における探鉱活動の現況

1960年代後半から主として太洋底の地学的研究を基

にして海洋拡大説現在ではプレｰト･テクトニクスと

呼ばれる説が急速に発展し過去において説明できなか

った種々の地質学的現象カ浪く説明できるようになった.

最近の石油探鉱もプレｰト･テクトニクスの影響を大き

く受けるようになった.肯定的であれ否定的であれ

広域的地質構造を考えるときプレｰト･テクトニクス

を基礎にした考えから出発せざるを得ないと言ってよい.

今東京大会に提出された地質探鉱関係の諸論文を1清

してその大きな特長を表わすとすればこのことであろう.

PD1は直接にこの様な背景とプレｰト･テクトニク

スに基づく新地体構造論の下に石油鉱床のあり方を再検

討した諾論文を含んでいる.統計的に全世界の究極

(可採)埋蔵量(U1timateRecOveユy)の70%近くは

全地球的構造に強く支配されて形成された巨大石油(埋

蔵量5億バｰレノレ以上)･ガス(3兆立方フィｰト以上)

田によって占められているので地体構造の研究は非常

に重要であると同パネノレの第4論文でHo㎜G珊Nらは述

べている.

その他に海洋掘削の進歩海洋地質調査の進展によっ

て深海底の情報が増加した事地球物理庸報の進展によ

って従来のようにただ単に含滴堆積盆地のみならず

地殻下部からマントル上部までの深部までを包含して

立体的に大局的構造と探鉱調査との関連を述べている論

文の多い事が注目される.PD24578に呈出

された論文を通観して地域別に概略をみてみよう.

ソ連邦地域に関してはPD8-2PD2-2カミシベリア

西部のオビ川からエニセイ川までの地域PD7-1がシ

ベリア東部としてレナ川以東を扱っている.PD4-3

ではデノレタ堆積層の油･ガス固形成PD5-1ではPD

7-1とほぼ同様の地域ではあるカミ海洋部に力点をおい

て記述カミ行われている.

これらの論文においてオビ川中流ボルガ下流一カス

ピ海などにおける白亜系石炭系の油田およびシベリア

極地帯の第三系堆積盆地や樺太の油田が記述されてい

る.

PD!-1とPD1-3およびPD5-2はShe11の人々

の報告であり深海底の調査にもとづいて太平洋型と

太西洋型の大陸棚縁辺構造と炭化水素鉱床との関係を述

べ個々のトラップ形成については数多くの要因がある

としている.PD8-1およびPD2-3は最近話題を

集めている北海の探鉱の現況を述べている.北海の開

発は1966年に二畳･三畳系からガス岡が発見されたこと

に始まる.1974年までに確認された一次可採埋蔵量は

石油15ぴ意バｰレルカス18兆立方フィｰトコンデン

第9図ジャパンタイムズ社によって会期中このように特別英字新聞が作ら

れた､

第10図三井造船を見学する会議参加者�
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楯状地とアンデス山脈にはさまれたこ

の70万平方キロの範囲から最近までに

数10億バｰレノレの埋蔵量が発見されて

いる.PD2-1はブラシノレ東部沿岸

について報告している.PD8-3お

よびPD4-1はアフリカで最も活発な

探鉱活動が行われているガボンとナイ

ジェリアについて記述している.ガ

ボン(コンゴを含む)一帯では1960年

以来34の油田が白亜系から中新統の

地層から発見されている.ナイジェ

リア･デノレタの構造的特長は重力の作

用により堆積と同時に生成したgrOW･

thfau1tsであってこの断層に伴うro11-

0Ver構造が良好なトラップを作って

いる.

第11図北米北極地城における油･ガス田地域分布(McIv0Rら原図)

セｰド1億バｰレルであり主要産油･ガス層準はジュラ

白亜第三系である.PD1-2とPD5-3は地中海お

よびカリブ海における深部構造および海洋部の資源賦存

の見通しについて述べている.地中海およびカリブ海

沿岸部にはすでに多くの油田･ガス目カミ発見されてお

り含油･合ガス構造は深海部まで同様の傾向で続くの

ではないかと考えられている.

PD8-4PD4-5およびPD4-2は北アメリカで最

近の代表的成果の報じられているアラスカ北部のNorth

S1opeマッケンジｰ河下流のBeaufort盆地とPrudhoe

Bay油困およびSverdrφ盆地について記述している.

マッケンジｰデノレタ地域では州意バｰレノレの石油と

52兆立方フィｰトのガスが埋蔵されていると予想される.

PD8-5はアマゾン川上流のコロンビアエクアドル

ペノレｰ3ヵ国にまたカミる地域に発達する中生界一第三

系より成る大堆積盆地について述べている.ブラジル

σ一

深

度

�〰

�

第12図

■���

�職1.｡｡��

�一万,一姫1`85�荻拠触�

��〉�

�2.00�2,20�■

��〉�

��〉�

ソ連のU鵬nガス田で坑井調査と重力測定から描かられた地下

の密度分赤図.斜線はガス層部分.ガス層は低密度部に相

当することカ茎示されている､

PD7-3PD7-4PD4-4およびPD

7-2はオｰストラリアからインドネシアにかけての地

域に関する論文である.PD7-3ではインドネシア東

部のチモｰノレ島から酉イリアンの南部の中生層堆積盆地

カミ特に有利な展望を持っていると述べている.PD7-

2はインドネシアにおける探鉱調査の成果を総括して漸

新一鮮新統の砂岩および石灰岩が重要な貯留岩であると

述べている.PD4-4はJapexIndonesiaも参加した

マハカム油目ヨのデルタ堆積物についての報告でこの含

油層は中新世以来の幾つかの重なりあったデノレタ堆積層

より構成されているか最近この下に更に古第三系の

デノレタ堆積層があることが判り注目を集めていると述

べている.

PD5-4およびPD7-5はインド洋地域の深海底や

大構造を扱っている.PD7-5ではベンガル盆地タ

イ湾アンダマン海でそれぞれ第三紀層の厚さが16

106星mに達すると述べられている.

宿泊の成因および鉱床成立の条件

1971年のモスクワ大会では石油の成因･移動･集積

はパネノレ･ディスカッションのNo.1として大きく取上

げられたが今回は時間(地質年代)と温度の2条件を

中心にPDの3で論議された.他にSP-1では石油の

成因カミ取上げられている.RP-2はソ連の研究者達に

よって同国で行われている地球物理的･地球化学的探査

法の現況紹介である.

RP-2によればソ連では地層の物性を媒介にした“直

接探査法"が開発されつつある.油槽中では弾性波速

度が25-30%減少することカミ多数の油田坑井の実測から�
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判った･油･ガス槽の上部反射面で反射の強度が強ま

る現象ブライト･スポットが幾つかの例で認められ

探鉱に利用されている.U･enガス田では油･ガス層

の密度カミ周辺よりも小さい値を示していることが重力探

査から明らかにされた.地球化学的方法も加えた結

合法による組織的な段階的チェックによる探査法も行わ

れつつある.(第12図)

このような考えは日本でも注目されており研究が進

められているがソ連でかなり大きく実用化されている

様子が紹介されたのは興味深い.

PD3には5論文が呈出されているが外的地質条件

から石油生成のコｰスを限定して行こうとするものと

鉱床に関連した地質環境の異常を摘出して探査における

利用に結びつけようとするものかある.PD3-1は石

油成因論に近いもので基源物質として脂質(Iipids)カミ

最も重要であること炭素数の減少は過剰酸素が二酸

化炭素あるいは水として消去されることなどにより行わ

れその過程でアミノ酸や炭化水

素が脂質から水素を奪うことケ

異常高圧にあり大量の水を供給できるので石油鉱床成

立に重要であると述べている.PD3-3のIFP(フラ

ンス石油分社)のDERooらはヨｰロッバアフリカおよ

び北米における鉱床の地質･地化学的研究とモデル解析

から石油生成は源岩堆積の3億年後に行われたと述べ

ている.PD3-5では西ドイツのHA蝸MANNらが炭素

同位元素たどを使った新分析法により源岩能力を3段階

に分けて評価する方法を報告している.

SP-1はオランダのLIJMBAc亘による石油の成因につ

いての論文である.石油の根源物質は樹脂胞子花

粉など有機物質中の微生物的残留部分とバクテリアおよ

び海藻の残査でありこれらの物質が埋没され熱的続

成作用により石油に転化したと述べている.

本項関係の話題は冒頭の直接探査法をのぞいてはモス

クワ大会ですでに出つくしたようであり本大会ではそ

の延長と思われるものカミ多い感じである.

ロジン(Kerogen)は生物酸化作

用の進行とともに必ずしも増加し

なくともよいこと二酸化炭素と

水は続成作用の後期に行われるこ

とをphi11ipsのERDMムN述べてい

がる.

PD3-2はImperia1Oi1の

McIY0RとMA眺BAによるもの

でマッケンジｰデノレタにおいて

は上部より正常圧密相混合相

過少圧密相と変化することを示し

最下部の過少圧密相では地層水が

第13図登録者全部に用意された連絡用のbox.

第14図�
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第2表世界の天然ガス確認可換埋蔵量

���

中東�728.3�20.6�31.7

ソ連�632.O�17.9�27.5

北米大陸�349.O�9.9�15.2

酉ヨｰロッパ�181.4�5.1�7.9

アフリカ�ユ75.1�5.O�7.6

南アジア･極東�91.9�2.6�4.O

南米大陸�47.2�1.3�2.1

大洋州�36.9�1.O�1.6

中国�30.O�O.9�1.3

東ヨｰロッパ�24.2�O.7�1.1

計�2,296.O�65.O�100.0

注1.兆立方フィｰト2.兆立方米3.パｰセント���

兆立方米ノ･一セント

(ADA皿s&KIRKIヨY;Preprintより)

宿泊資源の将来

炭化水素資源の将来については探査関係のみならず

今回の会議の討議すべてを通じて大なり小なり触れら

れた問題であるカミ最も直接的に取扱ったのは埋蔵量

･資源量を議題にしたD芦6であった.

このパネノレではAD加s,KIRKBY,MooDY,EssERなら'

びにHo甲EURT等による天然ガスの埋蔵量･石油の埋蔵

量ならびに石油･天然ガスの埋蔵量の計算方法に関する

論文カ干それぞれi篇づつ提出された.

天然ガスの埋蔵量に関してはK工弧BYが報告したが

第2表に示す様に全世界の確認可採埋蔵量(prOven

第3表世界の天然ガスの究極可採資源量の各種計算値

注*兆立方フィｰト紳兆立方米

(ADA皿s&KIRKBY;Preprintより)

recove工ab1e工eserves)を約2千3百兆立方フィｰト(約

64.4兆立方米)と推定しこの内の約3/4が中東･ソ連

･北米の3地域に濃集している.この事は天然ガスカミ

多様租地質環境のもとに産出はするものの巨大堆積盆

カミ圧倒的に重要である事を示している.彼は今後新し

く発見されるであろう重要なガス田は中東とソ連に集

中すると予測し全地球上の究極資源量(u1timatereC0･

verab1ereserves)を5千乃至6兆立方フィｰト(約140

～170兆立方米)と推定この内約10パｰセントが採掘済

みと計算している.このKIRKBY遠の究極資源量の値

は最近方々で発表された1京立方フィｰト(約280兆

立方米)前後の推定値(第3表)に較べると控え目であ

る.これにマいてKIRK虹はこの様に欠きた究極資

源量を考える事は現在までに既採掘量を含めて究極量

の1/3程度しか発見されてい放い事になり今後非常に

多くの巨大堆積盆が発見されると想定せざるを得ない.

現在石油･ガスの探査は相当進んでおり処女地域は余

り多く存在せずこの様な事態は考えられないとしてい

る.これに対しガス油比を小さく取り過ぎているの

ではないかという議論もあったがKIRKBYはガス油比

は地域によって異なり全世界については論じ得ないと

の立場であった.

更にガスの埋蔵量に関して重要な事はガスの総量だけ

1969�HUBB醐丁�8,OOO-12,000*�226.5-339.8**

�������〰�〳�

ユ973�KoPPム｡K(She11)�7,500�212.4

1973�HU囲ERT�12.OOO�339.8

1973�LIND酬�ユO,400�294.5

�洋*兆､市右フノｰ1､紳大帝十斗��

第15図閉会式あいさつの下見に会場を訪れた河

本通産大臣

第16図同伴夫人のために催された日本の結婚衣裳を見る会�
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策4表世界の宥油究極可操量

第5表世界の有油未発見可擦潜在量

既知油田未発見潜在資源量

究極埋蔵量

期待値範囲

総可採量

ソ連･中国地区

北米大陸

米国

カナダ

中東地区

その他の地域

北海

面ヨｰロッバ(除北海)

北アフリカ

ギニア湾

その他のアフリカ

南米北酉部

その他のラテンアメリカ

東南アジア

池のアジア

南極

㈴㌀

㈳�

���

�㈩

�　

㌲�

��

��

��

��

�㌩

��

��
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��

㈱�

���

��

㈰�

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

���

��㌴�

��㈰�

����

�㈭㌸�

㈷㌭��

����

��㌩

����

����

���

����

����

����

����

���

��

��

�㌰�

���

��

��

�㌩

�㈩

���

��

��

�㈷�

�〰�

��

��

��

計1.5081.262819-1,910

㈬��

�陸上�海底*�合計

ソ連･中国地区�375�34�409

北米大陸�59�153�212

米国�(41)�(75)�(ユ16)

カナダ�(18)�(78)�(96)

中東地区�117�27�205

その他の地域�130�307�{36

北海�■�(61)�(61)

他の酉ヨｰロッパ�(4)�(12)�(16)

北アフリカ�(36)�(10)�(45)

ギニア湾�(8)�(33)�(41)

他のアフリカ�(3)�(8)�(11)

南米北酉部�(31)�(12)�(44)

他のラテンアメリカ�(22)�(47)�(68)

東南アジア�(5)�(38)�(44)

他のアジア�(21)�(59)�(79)

南極�一�(27)�(27)

計�741�521�1･292

注*水深2,000米以内

(1975年1月1日現在単位億ト;■MooDYより)(1975年1月1日現在単位億ト1■Mo0DYより)

ではなくその中の可燃性ガスの含有量である旨の指摘

があったがこの点はデｰタが少なく世界的規模での以上の論文に対して色々な議論があったが参加者の

集計は不可能との事であった.興味は大きくわげれば炭化水素鉱床の地域分布と地質

環境天然ガス埋蔵量の計算とガス油比未発見油田･

石油の埋蔵量についてはM00DYの発表によれば現

在未発見の油田を含めた究極可採量(u1timate工eCOVe工y)

は2,769億トン(20,300億バｰレノレ)であってこの内

野発見量1,508億トンである(第4表).現在知られて

いる油田の究極埋蔵量1,508億トン中約29パｰセントに

相当する435億トンが採掘済みである.未発見潜在量

は1,262億トンであるがこれは期待値であって819た

いし1,910億トンという推計値が出ている.この潜在

量期待値の内訳は59パｰセントにあたる741億トンが陸

上残りは海底に埋蔵されていると予測しており又こ

の潜在量の約1/3はソ連･中国地域にあり北米大陸と

中東地域にそれぞれ1/6づつ存在し残りの1/3がその

他の地域に分布していると想定している.

石油と天然ガスの埋蔵量の計算方法についてはHoU-

PEURTらの論文をSIMムmoUxが発表した.地質条件

ならびに有機物質について充分なデｰタの得られる地域

では石油の成因を基礎にした方法を用いて計算か出来

デｰタが充分にない地域については他の良く調査され

ている地域と比較する地質類推法を用いて計算する事が

可能である.

ガス岡の潜在資源量の計算方法炭化水素資源の価格と

埋蔵量との関係の5項目に入るであろう.これらはそ

れぞれ非常に重要な問題を含み興味ある討論カミなされ

たが此処では炭化水素の量と価格の問題に関する論議

の概略を紹介する.これは端的にいえば価格カミ上昇

すれば使用し得る炭化水素資源の量は増えるかとい

う問題である.天然ガスに関してはKI弧BYは増えな

いという立場にあった.これは天然ガスの場合は石油

と異狂り可採率は始めから決まっている様なものであ

り大した向上は望め放い事また仮りに探査が活発にな

ったとしても新しく発見されるガス田は小規模のもの

であろう事更に条件の悪い地域から採掘･運搬するた

めには産出ガスの押当部分を燃料に使わざるを得ない

(例えば液化するだけで'20パｰセント以上を消費する

場合がある)校どの理由からである.石油については

M00DYは違った意見であった.つまり価格が高く

技術が進歩すれば可採率カミ相当上昇し得る.又探査

活動カミ活発になれば確認埋蔵量は増加する.しかし究

極可採量は経済変動とは本来無関係なものであるという

事である.この可採率は相当大きなfactorであるため

価格の影響は相当に大きくたると考えられる.�
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第17図自由世界の石油生産量残存埋蔵量とR/P石鉱鉱業連盟

1974石油開発関係資料より
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このパネノレの議論を通じて言える事は炭化水素資源

の究極可採量は色女なデｰタが出てはいるもののそ

れぞれの推定量には余り大きな違いはなく最大3～4

倍の差である.この究極可採量の正しいか否かが判明

するのは遠い将来の事であるがしかし現在の我々の

知識のレベノレで想定し得る最も正しいと思われる値を示

しているわけである.しかも既発見油田中の埋蔵量の

みについていえぱ計算者による差は非常に少なくなり

残存確認推定埋蔵量は約1,000億トン(約7千億バｰレノレ)

と考えて差支えない.今後の発見量について予測する

のは困難であるが現在で予測し得るかぎりでは石油

カミ世界のエネルギｰ源の主要な地位を占め得る期間は

そう長くは続くまいというのが会議に参加した人々の

大勢の意見であった様である.

おわりに

以上に紹介したのは要するに大会のノ･イライトであっ

て全部では鮎二.速報として今回の石油会議がどのよ

うな内容で行われたか技術会議にはどのような論文が

集められたかという事をめぐってそのノ'イライトを御紹

介した.技術会議の諾論文は討論も含めて編集され

近くProceedingsとして発行されるであろう.専門的

な紹介は各学会(石油学会燃料協会など)が特集記事

を予定しているのでこれらをも御覧頂けばよいであろ

う.
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最後に特筆しておきたい事は今回の会議に寄せられた

一般の関心が予想以上に大きかった事である.会場に

は普通の学会には感じられない活気と緊迫感が絶えず存.

存していた.御参考に掲げた第17図を見て頂きたい.

これはwAR皿ムN(BP)により作られた自由世界のR/P

を示す図である.Rとは確認原油埋蔵量(proved

reservesofcrudeoi1)であって現条件で採取可能として

認められた量でありPとは年間の生産量(消費量)で

ある･1970年で見れば残存(確認)埋蔵量は5,000

億バｰレル弱(今回の会議では約7,000億バｰレノレとい

う数字カミ示された.前章参考)であり一方その時の

生産量は年間150億バｰレル弱であるから新規の確認

埋蔵量は狂いとし年間生産量カミ増減なしとすればR/P

は約33年となり埋蔵量は33年で採取し尽されることに

なる.図では1972年以降は点線で示されているカミ年

間生産量の急増に対して残存埋蔵量は追いつく事がで

きずR/Pは減少の1途を辿って1980年には20年を下廻

ることになりそうだというのが結論である.究極可採

量(u1timatereco∀e工y)とされている2兆バｰレノレが全

部確認埋蔵量に繰り入れられたとしても1971～73まで

の既生産量約3,000億バｰレノレであるからさらに1兆

2,000億バｰレルが追加されて約80年が加わるにすぎな

い.前頁に紹介したように埋蔵量問題は今回の会場で

も1つのパネルを構成し討論カミ行われた.以上の数字

結果については多くの検討が今後更に加えられるであろ

うが結果として数字が大きく変わることは狂いであろ

う.この冷厳な数字が異常た関心の根源である.石

油資源に関して現在は小康状態にあるがこれが安定化

を意味するものでないことは明らかである.

石油会議をきっかけに我々もまた厳しい期待の中にあ

る事をあらためて知らされた訳でその意味でこの時期

にこの大会を東京で迎える事ができ所員の多数が直接

参加し得たその意義は決して小さくたいであろう.一

頃の平面的な燃料地質研究無用論はさすカミにこの頃は影

をひそめ反面この方面に対する関心カミ所内に広まっ

てきているのは喜ぶべきことである.と同時に石油

探鉱そのものカミ曾ってのノ･ンマｰとクリノメｰタｰの

みに頼った所謂プロパｰな地表地質マッピングのみで成

立つ時代ではないこと今後の局面で間われるものは

ただ単に学問･技術のための石油ではなく成果を前提

とした探鉱であることを充分に理解しなければなら校い.

本文に掲載した写真は大会目本準備委員会およびJapanTimes

から供与あるいは借用したものである.1司会広報部長清水信

一Tirnes仕出版部長内目ヨ孝夫の両氏の御好意に厚く感謝する

次第である.

(筆者らは燃料部･鉱床部･燃料都･海洋地質部)�


